
 
  
 
 
 
 

 
ネッツカップヴィッツレース車両 生産累計１０００台を達成 

 

 

  

  平成２０年５月１６日トヨタテクノクラフト株式会社が架装を行う“ネッツカップヴィッツレース車両”

が生産累計１０００台を達成した。 

当日は関係者を集めて横浜本社の“ＴＲＤ Ｓｔａｔｉｏｎ”にて記念式典が開催された。 

  本車両は日本初のＪＡＦ公認ナンバー付車両によるワンメイクレース“ネッツカップ”の参戦車両とし

て２０００年に誕生し、初代「ヴィッツ ＴＲＤ－ＭＳＢ」は合計７４４台を生産、現行モデルの「ヴィッ

ツＲＳ ＴＲＤ Ｒａｃｉｎｇ」が２５６台目の生産となり、初代・現行モデルの生産累計が１０００台と

なった。 

  ２００８年度も本車両を使用した“ネッツカップ ヴィッツレース”やトヨタテクノクラフト㈱が開催す

るワンメイクラリー“ＴＲＤヴィッツチャレンジ”が全国で開催され、合わせて延べ１１００人の参加者

を見込んでいる。 

   

【車 両】  

      初 代「ヴィッツ ＴＲＤ－ＭＳＢ」（2000～2005 年生産） 

現 行「ヴィッツＲＳ ＴＲＤ Ｒａｃｉｎｇ」(2006年より生産) 

（関連ＨＰ http://toyota.jp/customize/vitz/trdracing/index.html） 

※車両はトヨタ自動車㈱製造のヴィッツをベースに、トヨタテクノクラフト㈱が架装、 

㈱トヨタモデリスタインターナショナルが全国ネッツ販売店を通じて販売している。 

＜記念式典の模様＞ 
以上 
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